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【第６号議案】⽀部規約改正の件 

１ ⽇本気象予報⼠会 千葉⽀部 規約（案） 
 

日本気象予報士会 千葉支部 規約（案） 

2008 年１月２６日 制定 

2010 年４月 ３日 改定 

2024 年５月１１日 改定 

 

(名称) 

第 1条 本支部は、「日本気象予報士会千葉支部」(以下、本支部)と称する。 

(目的) 

第 2条 本支部は、日本気象予報士会の、千葉県における窓口として、日本気象予報士会

(以下「本会」とする。)の目的達成のために活動する。 

(会員) 

第 3条 本支部の会員には、以下の種別を設ける。 

(1)正会員(所属会員) 千葉県に居住または国外在住会員で千葉県に国内本拠地を届出      

た本会の通常会員で申し出た者 

(2)準会員(登録会員) 正会員以外の本会の通常会員で申し出た者 

2 本支部は、前項の会員以外の者を、支部が行う活動に自由に参加させることができ

る。 

3 正会員は、本支部の範囲外に居住地を移転または国内本拠地を変更した場合、支部役

員会に報告しなければならない。 

4 退会は本人の申し出、又は支部総会の議決による。 

5 会員は、毎年、引き続き本支部に所属する意思表示をしなければならない。 

(支部総会) 

第 4条 本支部は、年に 1回、定時支部総会を開き、以下の事項を議決する。 

(1)支部役員の選出  

(2)年次活動報告および年間活動計画(いずれも会計に関する事項を含む)  

(3)支部規約の制改定その他支部の基本的重要事項 

2 支部総会の議決権は、正会員のうち支部総会の議決権保有を希望する者 1人に対し 1票

とする。 

2 支部総会は正会員（支部総会開催日の２週間前までに登録を終えている者をいう。以

下同じ。）総数の２分の 1以上の出席をもって成立するものとする。 

3 予め委任状又は賛否の議決権行使書を提出した正会員は、前項の判断においては出席

正会員とみなす。 



 - 15 - 

4 定時支部総会の招集告知に対して期日までに委任状又は賛否の議決権行使書の提出が

なされなかった正会員は、特段の理由がある場合を除き、第２項１の総数から除くこ

ととする。 

5 支部総会の議決権は正会員のうち支部総会の議決権保有を希望する者一人に対し一票

とする。正会員は議決権の有無にかかわらず発言権を有する。準会員については発言

権のみを有するものとする。 

6 前項の議決権保有希望は、総会に出席(代理人含む)または議長に委任することをもっ

て示すものとし、当該希望をもって議決権を保有するものとする。 

7 前項の代理人に関する事項は、本会の総会議事運営細則の規定によるものとする。 

8 支部総会の議長は、出席会員の中から選出するものとする。 

9 支部総会に関する公告は、招集告知は、会報「てんきすと」、支部メーリングリスト

(以下「ML」と略す)によって行うこととする。 

10 前各号のほか、本規約に規定がない部分は、本会の総会議事運営細則を準用する。 

(役員) 

第 5条 本支部には、本会支部運営細則の規定に基づき、以下の役員を置く。 

(1)支部長 1 名 

(2)副支部長 1 名 

(3)連絡責任者 1 名 

(3)会計責任者 1 名 

(4)個人情報管理責任者 1 名 

(5)監査責任者 1 名 

(6)幹事 若干名 

2 前項第 1〜５号の就任資格は、本支部の正会員とする。 

3 前項第６号の就任資格は、本支部の正会員および準会員とする。 

4 前項第４号の就任資格は、本支部の正会員とし、支部役員会の選任した個人情報取扱

者から支部長が指名する。 

5 前項第６号に定める役職の職務は、支部役員会にて定めるものとする。 

6 本条の役員の任期は、選任された支部総会から次の定時支部総会までとする。ただし

任期満了後も、新たな支部役員が選出されるまで、引き続きその職務を行うものとす

る。 

7 支部長は、本支部を代表して本支部を運営する。 

8 副支部長は、支部長の補佐および代行を担当する。 

8 連絡責任者は会員及び本会への諸連絡を担当する。 

9 会計責任者は会計事務（本会会計担当者等との連絡等を含む）を担当する。 

10 個人情報管理責任者は個人情報に関する法令並びに本会の個人情報保護方針に則り、

個人情報の管理を担当する。 

11 監査責任者は本支部の運営を監査し、役員会及び総会において報告する。 
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(支部役員会) 

第 6条 支部役員会は、前条第 1項第 1から第 6の役職に就いている者で構成する。 

2 支部役員会の議決は、正会員たる役員の過半数の出席を必要とし、当該出席者の過半

数をもって、これを決するものとする。 

3 前項の規定にかかわらず、支部長が、会合の開催を経ずとも電子メール等で決を取れ

ると判断をした案件については、電子メール等にて議決を行うことができる。ただ

し、正会員たる支部役員の 4分の 1以上の異議があった場合は、電子メール等による

議決を行うことはできない。 

4 支部役員会は、支部総会で決定された年間活動計画に従い、支部の運営を行う。 

5 支部役員会は、支部で個人情報を取扱う者を選任し、これを本会の個人情報保護を所

管する常任理事に報告するともに、選任の都度、支部会員に公表しなければならな

い。 

6 支部役員会の開催、決定等に関する公告は、MLにおいて行うことができる。 

(専門部会) 

第 7条 本支部は、支部役員会の決定において、本会の支部運営細則規定の分科会活動機

関として、専門部会をおくことができる。 ※本会規定内に分科会活動機関の規定なし。 

(活動経費) 

第７条 支部の活動にかかる費用(講師謝礼を含め)については、活動参加者の受益者負担

とする。 

2 前項の参加費に余剰金が発生した場合は、本支部の別の活動にかかる費用に充てるも

のとする。 

第８条 本規約に定めがない事項に関しては、本会の規則を準用する。 

(個人情報取扱) 

第９条 何人たりとも、個人情報保護法その他関連法令、本会の個人情報関連規則を遵守

しなければならない。 

2 本支部において、前項に違反した事象が発生した場合、当該事象を認知した支部役員

は、直ちに、本会の個人情報担当役員に報告しなければならない。 

3 前項の場合、支部役員会の決定をもって、期間を定めて、個人情報を取扱わないもの

とすることができる。ただし、罰則の適用は、これを絶対にしてはならない。 

4 支部会員以外の個人情報を取得した場合、直ちにこれを、本支部の個人情報管理責任

者を通じて、本会の個人情報担当役員に報告しなければならない。 

 

附則 

（施行期日） 

１ この規約は令和６年５月１１日から施行する。 

 
 
 


